
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期最後の「力ノート通信」です。今号では、冬休み中の力ノートについて、お知らせします。 

 

冬休み期間中の力ノート 

取り組む期間：12 月 16 日(金)～1 月 9 日(木)の期間中、13 日以上取り組むことを目標に

がんばりましょう。帰省や旅行などで取り組めない日もあると思います。家にいる日は、

できる限り毎日取り組みましょうね。 

提 出 日 ：1 月 16 日(月)以降の自分の提出曜日 

取り組む内容：すべて、自主学習とします。参考プランを書いておきますので、これを参考に、自分に

必要だと思う内容に取り組みましょう。低学年の子は、うちの方と相談しましょう。 

       ①ドリル学習として取り組んできた「百ます計算」や「わり算Ｂ･Ｃ型」に続けて取り組

もう。 

       ②２学期に習った漢字の全復習。漢字ドリルや教科書の巻末を使おう。 

       ③２学期に習った算数の全復習。計算ドリルを使おう。 

       ④２学期に習った理科・社会の全復習。本屋で売っている教科書準拠ワークを使うとい

いよ。 

       ⑤英単語の総復習。前の学年も含み、習った単語全部を復習しよう。フォレスタを使お

う。 

       ⑥日記を書こう。夏休み中は、いろいろな経験ができるので、それをリアルに記録しよ

う。 

       ⑦新聞日記をつけよう。新聞記事（投書欄がおすすめ）を書き写したり、要約したりし

て、それに一言コメントをつけよう。 

       ⑧自由研究に打ち込もう。自分で決めた研究テーマについて、毎日、少しずつ調べてま

とめよう。 

         例えば、「世界の国について、1 日３つずつ調べる」「メジャーリーグ球団について、

1 日３つずつ調べる」など。 

それでは、冬休み中の力ノートが充実することを願っています！ 

次号は、1 月 10 日(月)発行です。 

1 月 13 日(金)から通常の力ノートに戻す予定です。 

平成 23 年 12 月 12 日 


